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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 2,127 16.1 232 12.8 231 12.0 187 △17.6

22年3月期第2四半期 1,833 4.3 206 85.5 206 78.2 227 62.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 4,732.37 ―

22年3月期第2四半期 5,759.03 5,737.92

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 2,418 1,733 71.7 43,784.92
22年3月期 2,464 1,565 63.5 39,545.70

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  1,733百万円 22年3月期  1,565百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 500.00 500.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 500.00 500.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,500 12.8 438 0.1 444 0.0 444 △3.9 11,221.11



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 39,595株 22年3月期  39,595株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 39,595株 22年3月期2Q 39,485株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提条件に基づいて
おり、実際の業績は様々な原因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件については［添付資料］４ページ「１．当四半期の業績等
に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期におけるわが国経済は、中国をはじめとしたアジア圏を中心に輸出が好調に推移したこともあり、

製造業を中心に企業業績回復の動きが見られました。また、個人消費は景気刺激策として実施された減税等を背景

にマインドの持ち直しの兆しが見られましたが、デフレ局面にあることなどから本格的な景気回復には至っていな

い状況が継続しています。 

 ネットワークセキュリティ市場の動向としましては、企業の全般的なIT投資は依然として厳しい状況が続いてい

るものの、仮想化をはじめとしたITコスト削減や運用管理効率化を目的とした分野への関心は高まりを見せており

ます。 

 このような環境の下、当社は昨年度より引き続き仮想化／クラウドコンピューティング関連をはじめとしたネッ

トワークセキュリティ関連商品の販売及びそれらを組み合わせたコンサルティングやアセスメント、設計、構築支

援、保守、運用などといったサービス（以下、「商品組合せ型サービス」という。）の拡販に努めてまいりまし

た。 

 その結果、売上高は2,127百万円（前年同期比16.1％増）、営業利益は232百万円（前年同期比12.8％増）、経常

利益は231百万円（前年同期比12.0％増）、四半期純利益は187百万円（前年同期比△17.6％減）となりました。こ

れは、セキュリティ関連商品及び商品組合せ型サービスの販売が堅調だったことによるものです。 

 なお、当社では事業セグメントをネットワークセキュリティ事業のみとしております。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期末の総資産額は2,418百万円となり、前事業年度末に比べて47百万円減少しました。これは、売掛

金が345百万円減少、前渡金が304百万円増加したこと等によるものです。 

 負債額は684百万円となり、前事業年度末に比べて215百万円減少しました。これは、買掛金が48百万円、短期借

入金が50百万円、未払金が93百万円減少したこと等によるものです。 

 純資産額は1,733百万円となり、前事業年度末に比べて168百万円増加しました。これは、四半期純利益の計上

187百万円と、利益剰余金を19百万円配当したことによるものです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月13日付「平成22年３月期決算短信（非連結）」にて公表した通期の業績予想に変更はありません。

  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 固定資産の減価償却の算定方法は、定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却の額を期間

按分する方法としております。  

   

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要  

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用してお

ります。 

 これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 742,698 736,598

売掛金 735,544 1,080,395

商品及び製品 107,469 108,869

仕掛品 388 181

原材料及び貯蔵品 321 511

前渡金 316,222 12,067

前払費用 21,389 14,051

繰延税金資産 33,950 71,307

未収還付法人税等 19 42

その他 11,992 13,070

貸倒引当金 △59 △86

流動資産合計 1,969,936 2,037,007

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 14,903 15,260

工具、器具及び備品（純額） 178,198 181,213

土地 819 819

有形固定資産合計 193,922 197,294

無形固定資産 31,131 35,929

投資その他の資産 223,229 194,687

固定資産合計 448,282 427,911

資産合計 2,418,219 2,464,918



（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 96,942 145,365

短期借入金 100,000 150,000

1年内償還予定の社債 83,000 113,000

1年内返済予定の長期借入金 34,000 34,000

未払金 52,436 145,480

未払費用 43,213 48,225

未払法人税等 86,762 54,161

未払消費税等 － 10,939

前受金 115 －

預り金 6,633 5,482

前受収益 6,409 4,203

賞与引当金 47,884 51,447

その他 23,252 1,546

流動負債合計 580,649 763,852

固定負債   

社債 17,500 34,000

長期借入金 32,000 49,000

退職給付引当金 54,406 52,253

固定負債合計 103,906 135,253

負債合計 684,555 899,106

純資産の部   

株主資本   

資本金 771,110 771,110

資本剰余金 705,200 705,200

利益剰余金 259,397 91,816

株主資本合計 1,735,707 1,568,126

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △2,553 △2,315

評価・換算差額等合計 △2,553 △2,315

新株予約権 510 －

純資産合計 1,733,664 1,565,811

負債純資産合計 2,418,219 2,464,918



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,833,196 2,127,996

売上原価 1,047,911 1,293,310

売上総利益 785,285 834,685

販売費及び一般管理費 578,802 601,834

営業利益 206,483 232,850

営業外収益   

受取利息 93 98

為替差益 3,459 597

補助金収入 － 449

その他 202 199

営業外収益合計 3,755 1,345

営業外費用   

支払利息 2,204 1,850

支払保証料 1,107 613

その他 100 2

営業外費用合計 3,412 2,465

経常利益 206,826 231,730

特別利益   

貸倒引当金戻入額 986 27

固定資産売却益 7,452 －

特別利益合計 8,438 27

特別損失   

前期損益修正損 591 －

固定資産除却損 2,541 102

特別損失合計 3,133 102

税引前四半期純利益 212,132 231,655

法人税、住民税及び事業税 1,145 35,793

法人税等調整額 △16,408 8,484

法人税等合計 △15,263 44,277

四半期純利益 227,395 187,378



（第２四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 993,816 1,004,765

売上原価 589,545 640,789

売上総利益 404,270 363,975

販売費及び一般管理費 287,271 287,446

営業利益 116,999 76,529

営業外収益   

受取利息 93 98

為替差益 1,579 252

補助金収入 － 204

その他 161 25

営業外収益合計 1,834 580

営業外費用   

支払利息 1,229 853

支払保証料 506 257

その他 100 2

営業外費用合計 1,837 1,113

経常利益 116,996 75,996

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 2

特別利益合計 － 2

特別損失   

固定資産除却損 2,541 93

特別損失合計 2,541 93

税引前四半期純利益 114,454 75,905

法人税、住民税及び事業税 572 14,708

法人税等調整額 534 18,477

法人税等合計 1,107 33,186

四半期純利益 113,347 42,719



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 212,132 231,655

減価償却費 51,629 45,831

貸倒引当金の増減額（△は減少） △986 △27

賞与引当金の増減額（△は減少） 239 △3,563

退職給付引当金の増減額（△は減少） 707 2,152

受取利息 △93 △98

支払利息 2,204 1,850

為替差損益（△は益） 0 371

有形及び無形固定資産除却損 2,541 102

有形固定資産売却損益（△は益） △7,452 －

売上債権の増減額（△は増加） 58,584 344,850

たな卸資産の増減額（△は増加） △81,092 1,382

仕入債務の増減額（△は減少） △62,439 △48,422

前渡金の増減額（△は増加） － △304,154

その他 △3,459 △85,872

小計 172,515 186,056

利息及び配当金の受取額 93 98

利息の支払額 △2,585 △1,995

法人税等の支払額 △5,750 △2,267

営業活動によるキャッシュ・フロー 164,271 181,891

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △24,598 △39,976

無形固定資産の取得による支出 △16,673 △3,519

有形固定資産の売却による収入 12,796 842

差入保証金の差入による支出 △21,100 △325

会員権の取得による支出 △14,700 －

その他 4,531 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △59,743 △42,978

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 △50,000

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 － △17,000

社債の償還による支出 △46,500 △46,500

新株予約権の発行による収入 － 510

配当金の支払額 － △19,451

財務活動によるキャッシュ・フロー △246,500 △132,441

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △371

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △141,971 6,100

現金及び現金同等物の期首残高 784,196 736,598

現金及び現金同等物の四半期末残高 642,225 742,698



 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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